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１．研究計画の概要 
 本研究計画では、イネゲノム上にコード
されるキネシンの中から植物特有のものを
見いだし、その性質と構造そして生理的な
役割を明らかにすることにより、イネの品
種改良を目的とした高機能を付加したキネ
シンを開発することを試みる。具体的には
次の(1)〜(6)の研究計画を行う。 
(1)イネゲノム上に存在する植物特異的キ
ネシンの検索  
(2)イネ特異的キネシンのクローニングと
発現系の構築  
(3)生化学的特徴づけ  
(4)溶液中での局所的、全体的構造解析  
(5)モータードメインの結晶構造解析  
(6)イネ細胞での生理的役割の解明 
(7)キネシン変異体の調製 
 
２．研究の進捗状況 
 
イネ特異的キネシンのクローニングと発現
系の構築  
塩基配列の解析から新たに見いだされたイ
ネ特有の構造をもつ D04, E15, K16, L05, 
N14, O12, K23 キネシンを確立した方法に
従ってクローニングを行い大量発現を構築
することに成功した。 
生化学的特徴づけ  
発現させたイネキネシンの生化学的特徴
付けを行うために1. ATPase活性 2. 微
小管との相互作用 3. In vitro motility 
assay による微小管の滑走速度などの測

定を行った。そして、いままでに性質を
明らかにしているイネキネシンおよびそ
の他の種のキネシンと比較を行った。 
ストップト・フロー装置による速度論的解析 
生化学的特徴付けを行ったイネキネシン
の速度論的解析を蛍光標識ATPアナログ
NBD-ATPとストップト・フロー装置を
用いて解析を行った。そして今までに報
告されているキネシンと比較を行った。
特にイネキネシンO12は微小管が無い状
態ではATPの結合が極めて遅く、結合が
抑制されていることが明らかになった。 
溶液中での局所的、全体的構造解析 
生化学的解析と結晶構造が明らかになった
イネキネシン K16 の ATP 加水分解に伴う
全 体 的 な 構 造 変 化 を 捉 え る た め に
K16-GFP 融合蛋白を調製して X 線溶液散
乱と蛍光エネルギー移動法を用いて解析を
行った。X 線溶液散乱の実験から、ADP 結
合状態では融合蛋白の慣性半径が No 
nucleotide 状態の時より小さくなり、コン
パクトな構造をとることが示された。これ
は K16-ADP の結晶構造に見られるネック
リンカーが undock 状態にあることを反映
していると考えられる。 
 
３．現在までの達成度 
 
④ おおむね順調に進展している。 
イネ特有と考えられる複数のキネシンの発

現系を構築し、生化学特徴付けから興味深い



性質をもつキネシンの存在を明らかにした。

また、その中の一つは結晶構造を決定するこ

とができ、また生理的な研究にまで発展させ

ることができている。よって、おおむね順調

に進展していると考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 

これまでの研究により、イネキネシンの中に

は、動物細胞には見られないたいへんユニー

クな性質をもつキネシンが存在していること

が明らかになった。これらのキネシンは、イ

ネ特有の生理的な機能に密接に関係している

と考えられる。そこで推進方策では、これま

での研究によりイネゲノム上にコードされる

キネシンの中から、申請者らが見い出した極

めてユニークな性質を持つキネシンの構造と

生理的な役割を明らかにすることを目的とし

ている。そしてイネの品種改良を目的とした

高機能を付加したキネシンの開発へ発展させ

ることを試みる。   

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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